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エージェントとは分散人工知能の分野では ⌈知的なソフトウェア ⌋の代名詞として使われ
ており, マルチエージェントシステムは分散人工知能の 1分野とし分散問題解決とマルチ
エージェントシステムから構成されている. マルチエージェントシステムは複数のエー
ジェントが相互作用をしながら問題の解決を行うシステムであり, シングルエージェント
に比べて問題解決能力に優れており, エージェント単体では難しい問題でも解決が可能と
なる. エージェント間のつながりは通信チャネルとして論理体系に導入する研究が行なわ
れており, エージェント間通信に関する先行研究としては, FIPAによるエージェント間の
コミュニケーションの形式化や, FIPAでのエージェント間通信の成否を通信チャネルと関
連付けて形式化する論理体系BULを提案されている. さらに他のエージェントがどうい
う状態かを問い合わせる通信を扱っている論理も提案されている. 一方でエージェントの
推論パターンの先行研究としてはコミュニティにおけるエージェント間の知識・信念・選
好の動的変化を捉える研究プログラムを提案されており, 具体例として SNSの Facebook

で考え, その中でも知識の課題に関しては Facebook Logicという新しい論理が定義され
ている. Facebook Logicは従来の知識・信念の論理とは違い, エージェントの集団にエー
ジェント同士がどのような関係性があるかを反映することができる. Facebook Logicの
Facebookでの友人関係をエージェントのチャネルの有無と読み替えることでエージェン
ト間通信にも応用できる. 通信によるエージェントの変化については commitmentの告知
と permissionの告知を定義されており, これらの告知はエージェントに ⌈∼せよ ⌋や ⌈∼し
てもよい ⌋といった情報を送ることで, 受信側のエージェントの世界間のアクセス関係を
削除や追加を行うことが可能である. commitmentの告知についてはチャネル通信を扱う
ことができるように定義されているが, permissionの告知は定義されておらずエージェン
ト間通信で扱うことができていない.

本研究では, チャネル通信を扱える commitmentの告知を元にチャネル通信に対応した
permissionの告知を定義する. そして現実問題で考えたとき, 故障などにより通信チャネ
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ルが使えない場合も考えられる. そこで告知による通信チャネルの追加・削除を扱う論理
を定義し, エージェント間通信の変化にも対応したシステムを構築, 検証を行う. エージェ
ントの関係性の表現にFacebook Logicの枠組みを用いて, エージェント間通信と通信チャ
ネルの有無の確認通信を形式化する. エージェント間通信については通信対象のエージェ
ントとのチャネルが存在しない場合に, 他のエージェントに通信対象エージェントとの通
信チャネルの有無を問い合わせ, もしチャネルが確認できた場合に告知により通信対象の
エージェントとチャネルを繋ぐことで間接的な通信を行い, チャネルが確認できない場合
は切断されたエージェントの行動を予測して協調行動させる.
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